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脱炭素目標、給湯器も対象  負荷高いガス型を抑制 

            家庭でのＣＯ2排出量最大 

＊経済産業省は給湯器に関して削減目標を定める方針。 

＊販売している給湯器全体での温暖化ガス排出の削減量について経産省が

定めます。 

＊目標の達成時期は 2030年や 2035年を軸に検討。 

＊政府は 2030年度の温暖化ガスを 2013年比で 46%減らす目標。 

*達成には家庭部門で 66%減らす必要があります。 

＊家庭のＣＯ2排出量で 3分の 1（33%）を占める給湯器を規制対象に加え

ます。 

 

 

（2023年 5月 24日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 

家庭のＣＯ2排出量比率 

給湯33% 

暖房16% 

照明13% 

冷房7% 

換気5% 

その他26% 

 


